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ディーゼル発電機用
排ガス浄化装置セプター

（10 月号からのつづき）
鎌田　「セプターＮ 250 型エン
ジン発電機排ガス浄化装置」を
紹介します。この装置は、ディー
ゼルエンジンから排出される排
ガス中に含まれる、パティキュ
ラー・マテリアルズ（PM）と
窒素酸化物（NOx）を除去す
る装置です。自動再生型 DPF
（ディーゼル・パティキュレー
ト・フィルター）部と尿素水を使った小型脱硝触媒
を使用したNOx低減部を搭載しています。特徴と
しては、並列で組み合わせて使用することが可能で
あるため、幅広い発電出力に対応でき、さまざまな
タイプの発電機に対応可能な仕様としています。
本誌　ディーゼル発電機用排ガス浄化装置「セプ
ター」の特徴は──。
鎌田　フィルターの再生は自動再生であり、メンテ
ナンスの必要がありません。フィルター材料は耐熱
1,600℃の結晶アルミナファイバーで、堅固なステ
ンレスで構築されているので、高温に耐え、耐風食
性に優れ、排ガスの圧力による破損や焼損の心配も
ありません。
本誌　そのほかの特徴は──。
鎌田　低温排ガスを多量に発生するディーゼルエ
ンジンに対応するために、DPF の前段に流量調節

ゲートを設けてあり、フイルターの再生を順番に実
行します。燃焼ヒーターによる酸化温度を適温に保
つために、排ガス流量を調節して、DPF の再生を
確実にすると同時に、エコ再生に貢献しています。
NOx低減装置のNOx触媒の還元剤として、アンモ
ニアを使用しないで、尿素水を使用するので、可搬
型発電機にも適用可能です。
本誌　PM低減の原理は──。
鎌田　PMはアルミナファイバーを用いたDPF の
表面で補足します。そのため、DPF の前段に燃焼
ヒーターと圧力センサーを配置しており、この背圧
センサーによって圧力計測を行い、背圧が上昇する
と燃焼ヒーターに通電し、エンジン出力を昇温させ
てDPFで捕捉した PMを酸化除去し、DPFを再生
する仕組みとしています。
本誌　今後の抱負は──。
鎌田　ディーゼル機関の排ガスに関しては、国の大
気汚染防止法によるNOx規制値や、さらに自治体
が独自に規制強化を図った、いわゆる国の規制値に
上乗せしたNOx規制値を設定しています。厳しい
NOx 規制値をクリアできなかったため、都心部で
は常用ディーゼル発電機の導入が実質的に困難な状
況です。セプターを搭載すれば、そうした厳しい自
治体でのNOx規制値をクリアでき、都心部での常
用ディーゼル発電機の導入を実現できます。発電効
率が高くエネルギーの高効率利用に繋がり、環境に
も優しい常用ディーゼル発電機の市場投入によって
ディーゼル機関の復権にも繋がるならば、私はエン
ジニアとして心から幸いに思います。� （おわり）
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セプター N250 型の仕様
排ガス流量 980N㎥/h
使用燃料 軽油
ＤＰＦ再生方式 燃焼ヒーターによる酸化燃焼除去

による自動再生
ＰＭ減少率 80％以上
ＤＰＦ濾過面積 24,000 ㎠
再生用ヒーター ３相 200V23kVA
脱硝方式 尿素水噴霧式によるNOx触媒
入力NOx値 最大 900PPM
尿素水濃度 32.5wt％
脱硝率 90％以上




第66回自家発電設備認証委員会審議結果（平成23年10月7日承認分）

申請者等 対象品目 認証番号 登録形式 有効期限

ヤンマーエネルギーシステム㈱ −
防災用自家発電装置 B-D-111 32 形式

H25.8.31常用防災兼用発電装置 K-D-111 6 形式
K-C-111 1 形式

オーハツ㈱ 本社工場 防災用自家発電装置 B-D-34 6 形式 H25.12.21
デンヨー㈱ − 防災用自家発電装置 B-D-14 30 形式 H26.9.5

可搬形発電設備 R-D-14 2 形式 H27.12.18
西日本発電機㈱ 本社工場 防災用自家発電装置 B-D-45 17 形式 H26.5.9

三井造船マシナリー・サービス㈱ 東京事業所 防災用自家発電装置 B-D-40 17 形式 H25.8.31

新潟原動機㈱ 生産センター 防災用自家発電装置 B-D-05 22 形式 H25.11.3B-T-05 7 形式
常用防災兼用発電装置 K-D-05 3 形式 H27.4.18

トラックを用いて運転試験中のセプター N250 型




